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株主の皆様へ

営業の概況

　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。
　このたびの東日本大震災により被災された皆様には、心よりお見舞い
申しあげますとともに、被災地の一日も早い復旧をお祈りいたします。
　当社グループ第88期第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から
平成23年９月30日まで）の事業の概況を取りまとめましたので、ここに
本報告書をお届け申しあげます。

平成23年12月

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による電力供給の制約や原発事故
の影響に加え、円高傾向や海外景気の下振れ懸念等があり不透明な状況で推移しました。当社グループの関
連する業界におきましても、個人消費は持ち直しの傾向があるものの依然として低水準であり、厳しい経営
環境が続いております。
　このような状況の下、当社は募金活動などの被災者支援や義援金の寄付、また節電対策などに取り組むと
ともに、売上確保へ向けた積極的な営業展開を図りました。
　公営競技部門の川崎競馬は、前年同期比１日増の32日開催されました。電力供給の制約の下、５月から節
電対策を講じたナイター競馬を実施し、重賞競走は６月の「関東オークス」、７月の「スパーキングレディー
カップ」などが開催されました。船橋競馬は、震災と台風15号の影響による本場開催中止により、前年同期
比10日減の19日開催されました。５月にはビッグレース「かしわ記念」が開催され盛り上がりを見せました。
また、９月には重賞競走の「日本テレビ盃」が開催されたほか、近隣商業施設とコラボレーションした親子
で楽しめるイベント「おうまフェス2011～親子であそぼ。～」を開催し好評を博しました。船橋オートレー
スは、震災の影響により４月の本場開催が中止となったため、前年同期比９日減の29日開催され、５月には
GⅠ「黒潮杯」が行われました。また、７月には44年ぶりの女性オートレーサーがデビューし、話題となり
ました。なお、上記のほか、川崎競馬場97日、船橋競馬場107日、船橋オートレース127日の場外発売を実
施しております。競輪場外車券売場「サテライト船橋」は、前年同期比６日減の176日実施されました。近
隣施設が震災の影響で開催を見送るなか、４月１日より稼働し、多くのファンが来場しました。９月には繁

代表取締役社長
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To Our Shareholders●

忙日対策として有料席を増設し、顧客ニーズに対応しました。
　なお、通期の開催日数につきましては、川崎競馬及び船橋競馬は１日減、船橋オートレースは１日増の予
定です。
　ゴルフ部門の東京よみうりカントリークラブは、積極的な外部営業によりコンペを獲得したことなどによ
り入場者が増加しました。また、復興支援としてチャリティコンペを実施しました。よみうりゴルフ倶楽部
は、遊園地のイベント「ほたるの宵」と連携したディナーイベントなどを実施し好評を博しました。また、
外部営業に積極的に取り組みましたが、震災による自粛ムードが影響しゲストの利用が減少したため、入場
者は減少しました。静岡よみうりカントリークラブは、節電の影響による企業の土・日曜日操業により木・
金曜日の入場者が増加したことに加え、土・日曜日に、来場者減少の歯止め策を実施した結果、入場者は増
加しました。千葉よみうりカントリークラブは、企業の土・日曜日操業対策として、夏場に土・日・祝日の
割引料金企画「サマーミッション」を実施し、多くのマスコミに取り上げられたことなどにより、入場者は
増加しました。
　遊園地部門の遊園地では、ゴールデンウィークの「ご当地グルメ」、６月の「ほたるの宵」、夏には恒例の

「スプラッシュバンデット」やリニューアルしたお化け屋敷「闇霊村（やみろうむら）～女武士～」、９月に
は「サンマ祭と東北うまいものフェア」のほか、ＥＡＳＴでは多数のアイドルイベントなどを展開しました。
その結果、ゴールデンウィークや８月は過去10年間で最高の入園者を記録したものの、震災の影響による団
体利用減などにより入園者は減少しました。プールＷＡＩは、昨年から実施し好評を博している「ダンスプ
ラッシュ」をリニューアルして実施したほか、夜間のビアガーデンの営業や、オリジナルのおもちゃのアヒ
ル「チョイわるアヒル」を用いたレース大会が盛り上がりを見せました。この結果、入場者は休日の天候不
順などが影響し前年を下回ったものの、プールＷＡＩ開場以来２番目の入場者数を記録しました。温浴施設

「丘の湯」は、回数券利用が堅調に推移し、「季乃彩」は、ポイント２倍デーや朝風呂などのサービスが好評
を博し、前年並みの入場者となりました。ゴルフガーデン（練習場）は、様々な顧客サービスイベントを実
施するなど集客に努めましたが、震災の影響で営業時間を短縮したことなどにより入場者は減少しました。
　以上の結果、総合レジャー事業の売上高は、震災の影響による減収に伴い67億２千１百万円（前年同期比
6.7％減）となりました。
　また、不動産事業の売上高は、販売用宅地の分譲が増加したことなどにより７億８千４百万円（同9.0％増）、
サポートサービス事業の売上高は、工事の受注が減少したことなどにより９億５千６百万円（同6.1％減）と
なりました。
　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は78億４千万円（前年同期比4.8％減）、営業利益は12
億 ３ 千 ４ 百 万 円（ 同15.8 ％ 減 ）、 経 常 利 益 は13億 ３ 千 ５ 百 万 円（ 同15.0 ％ 減 ）、 四 半 期 純 利 益 は
７億７千１百万円（同20.7％減）となりました。
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財務諸表［連結］
四半期連結貸借対照表

当第２四半期連結会計期間末
平成23年９月30日現在

前連結会計年度末
平成23年３月31日現在 比較増減

（資産の部）

流 動 資 産 7,516 7,472 44

現 金 及 び 預 金 6,195 6,195 0

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 773 747 26

た な 卸 資 産 248 269 △ 20

繰 延 税 金 資 産 132 177 △ 45

そ の 他 165 81 83

貸 倒 引 当 金 △ 0 △ 0 △ 0

固 定 資 産 44,591 45,709 △�1,118

有 形 固 定 資 産 36,883 37,681 △� 797

建 物 及 び 構 築 物 17,998 18,754 △ 756

土 地 17,878 17,876 2

建 設 仮 勘 定 216 231 △ 14

そ の 他 789 818 △ 28

無 形 固 定 資 産 86 82 3

そ の 他 86 82 3

投資その他の資産 7,621 7,945 △� 324

投 資 有 価 証 券 6,800 7,163 △ 362

繰 延 税 金 資 産 583 583 △ 0

そ の 他 237 198 38

資 産 合 計 52,107 53,181 △�1,074

（単位 : 百万円）

当第２四半期連結会計期間末
平成23年９月30日現在

前連結会計年度末
平成23年３月31日現在 比較増減

（負債の部）

流 動 負 債 6,603 6,904 △� 301

営 業 未 払 金 292 629 △ 336

短 期 借 入 金 3,065 3,100 △ 35

１年内返済予定の長期借入金 1,526 1,207 319

未 払 法 人 税 等 518 417 100

賞 与 引 当 金 109 119 △ 9

災 害 損 失 引 当 金 7 103 △ 95

そ の 他 1,083 1,327 △ 244

固 定 負 債 27,523 28,650 △�1,126

長 期 借 入 金 2,522 3,285 △ 763

繰 延 税 金 負 債 627 841 △ 213

退 職 給 付 引 当 金 615 579 36

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 95 108 △ 13

長 期 預 り 金 23,371 23,543 △ 172

そ の 他 292 292 △ 0

負 債 合 計 34,127 35,555 △�1,428

（純資産の部）

株 主 資 本 17,365 16,791 574

資 本 金 6,053 6,053 －

資 本 剰 余 金 4,730 4,730 △� 0

利 益 剰 余 金 8,194 7,620 574

自 己 株 式 △� 1,612 △� 1,612 △� 0

その他の包括利益累計額 615 835 △� 220

その他有価証券評価差額金 615 835 △� 220

純 資 産 合 計 17,980 17,626 353

負 債 純 資 産 合 計 52,107 53,181 △�1,074
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Consolidated Financial Statements●

四半期連結損益計算書 （単位 : 百万円）

当第２四半期連結累計期間
平成23年４月１日から（平成23年９月30日まで）

前第２四半期連結累計期間
平成22年４月１日から（平成22年９月30日まで） 比較増減

売 上 高 7,840 8,238 △� 398

売 上 原 価 5,808 5,952 △� 144

売 上 総 利 益 2,031 2,285 △� 254

販売費及び一般管理費 796 819 △� 22

営 業 利 益 1,234 1,466 △� 231

営 業 外 収 益 142 157 △� 14

受 取 利 息 0 1 △ 0

受 取 配 当 金 117 120 △ 3

そ の 他 24 35 △ 10

営 業 外 費 用 42 52 △� 10

支 払 利 息 42 52 △ 10

そ の 他 0 0 0

経 常 利 益 1,335 1,570 △� 235

特 別 利 益 100 91 8

固 定 資 産 売 却 益 － 2 △ 2

受 取 補 償 金 100 89 10

特 別 損 失 205 144 60

固 定 資 産 除 却 損 153 56 96

減 損 損 失 52 － 52

資産除去債務会計基準
の適用に伴う影響額 － 87 △ 87

税 金 等 調 整 前
四 半 期 純 利 益 1,229 1,516 △� 287

法人税、住民税及び事業税 483 590 △ 107

法 人 税 等 調 整 額 △ 25 △ 46 21

法 人 税 等 合 計 457 543 △ 86

少数株主損益調整前
四 半 期 純 利 益 771 973 △ 201

四 半 期 純 利 益 771 973 △� 201

四半期連結キャッシュ・フロー計算書 （単位 : 百万円）

当第２四半期連結累計期間
平成23年４月１日から（平成23年９月30日まで）

前第２四半期連結累計期間
平成22年４月１日から（平成22年９月30日まで） 比較増減

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,228 1,814 △ 585

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 539 △ 327 △ 211

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 688 △ 849 161

現金及び現金同等物の増減額 0 636 △ 636

現金及び現金同等物の期首残高 6,060 5,820 239

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,060 6,456 △ 396

「ダンスプラッシュの様子」（波のプールステージ）
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Investor Information●
株式の状況（平成23年９月30日現在）

Corporate Data●
会社の概況

●発行可能株式総数…………………… 294,196,000株

●発行済株式総数…………………………78,990,203株
 （自己株式4,531,821株を除く）

●株主数………………………………………… 8,245名

●所有者別株主比率

金融機関 20.65%

証券会社 0.20%外国法人等 2.89%

個人・その他 
26.80%

その他国内法人 49.46%

●大株主

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

株式会社読売新聞グループ本社 12,508 15.83
日本テレビ放送網株式会社 11,242 14.23
株 式 会 社 東 京 ド ー ム 5,821 7.36
中央三井信託銀行株式会社 3,973 5.02
大 成 建 設 株 式 会 社 2,852 3.61
株 式 会 社 読 売 巨 人 軍 2,014 2.55
第 一 生 命 保 険 株 式 会 社 2,000 2.53
京 王 電 鉄 株 式 会 社 1,700 2.15
株 式 会 社 横 浜 銀 行 1,631 2.06
オリンピア興業株式会社 1,278 1.61

（注）１．上記以外に当社所有の自己株式4,531千株があります。
　 　２．持株比率は自己株式を控除して計算しております。

商 号

本 店 所 在 地
設 立
資 本 金
企業集団の主要な事業内容

株式会社よみうりランド
（英文：YOMIURI LAND CO., LTD.）
東京都稲城市矢野口4015番地１
昭和24年９月24日
6,053,030,806円

総合レジャー事業
公営競技部門
　 競馬、オートレース及び競輪の

競技場等の施設運営
ゴルフ部門
　ゴルフ場の経営
遊園地部門
　 遊園地、ゴルフ練習場、温浴施

設等の経営
販売部門
　 食堂、売店及びコンビニエンス

ストアの経営
不動産事業

　不動産の売買、賃貸
サポートサービス事業

　 建設業、ゴルフ場管理、ビル管理等

●会社の概要（平成23年９月30日現在）

●役員（平成23年９月30日現在）
代表取締役社長 …………………… 関 根 達 雄
常 務 取 締 役 …………………… 小 飯 塚 　 　 　 稔
常 務 取 締 役 …………………… 圡 　 方 　 　 　 功
取締役最高顧問 …………………… 中 　 保 　 　 　 章
取 締 役 …………………… 谷 矢 哲 夫
取 締 役 …………………… 小 林 利 光
取 締 役 …………………… 渡 邉 恒 雄
取 締 役 …………………… 加 　藤 　 　 　
監 査 役（ 常 勤 ）…………………… 田 　 中 　 敏 　 樹
監 査 役 …………………… 濵 　 　 　 邦 　 久
監 査 役 …………………… 細 川 知 正
監 査 役 …………………… 児 玉 幸 治
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Shareholders' Hospitality●
株主優待
　当社では、権利確定日に株主名簿に記録されている株主
様を対象として、株主ご優待を実施しております。

権 利 確 定 日 ９月30日（中間） ３月31日（期末）
発 行 時 期 12月 ６月
有 効 期 間 １～６月 ７～12月

●招待内容
遊園地・プールWAI招待券綴 株主入場パス

１冊の内容 各場共通パス

★遊園地入園 ５枚 ☆ 川 崎 競 馬 場
★ のりもの・アシカショー券引換 １枚 ☆ 船 橋 競 馬 場

園内で「のりもの3回、アシカショー１回」がセットになった
クーポン券５枚とお引き換えいたします。 ☆ 船橋オートレース場

★ゴンドラ乗車 ２枚（10回分）
★ プールWAI入場 ５枚（※期末発行分のみ）

●発行基準

ご所有株数 遊園地・プールWAI
招待券綴 株主入場パス

1,000株以上 １冊 ２枚

5,000株以上 ２冊 ３枚

10,000株以上 ３冊 ５枚

50,000株以上 ４冊 ５枚

※ 各招待券は休園日等ご利用いただけない日がございます。注意
事項と合わせて詳細につきましては、同封の「株主招待券贈呈
のご案内」をご参照ください。

※ プールWAI入場につきましては、期末発行分のみとなります。

Shareholders' Information●
株主メモ
●
●
●

●

●

●

事 業 年 度
定時株主総会
基 準 日

株主名簿管理人

郵便物送付先

（電話照会先）

公 告 の 方 法

毎年４月１日から翌年の３月31日まで
毎年６月
定時株主総会の議決権 毎年３月31日
期末配当 毎年３月31日
中間配当 毎年９月30日
東京都港区芝三丁目33番１号
中央三井信託銀行株式会社
〒168-0063　
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
中央三井信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120-78-2031（フリーダイヤル）
取次事務は中央三井信託銀行株式会社
の本店及び全国各支店ならびに日本証
券代行株式会社の本店及び全国各支店
で行っております。
電子公告により行います。なお、以下の
ホームページアドレスにてご覧いただけ
ます。
http://www.yomiuriland.co.jp/ir/index.html
ただし、事故その他、やむを得ない事由
によって電子公告による公告をすること
ができない場合は、東京都において発行
する読売新聞に掲載して行います。

 ・ 住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申出先につ
いて
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました
株主様は、特別口座の口座管理機関である中央三井信託銀行
株式会社にお申出ください。

 ・未払配当金の支払いについて
株主名簿管理人である中央三井信託銀行株式会社にお申出く
ださい。

 ・「配当金計算書」について
配当金支払いの際、送付している「配当金計算書」は、租税
特別措置法の規定に基づく「支払通知書」を兼ねております。
確定申告を行う際は、その添付資料としてご使用いただくこ
とができます。
※確定申告をなされる株主様は、大切に保管ください。
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株式会社よみうりランド
〒206-8566

東京都稲城市矢野口4015番地1
TEL　044-966-1131（総務部総務課）

Topics●


